
生涯学習ガイドに掲載している情報をまず知ってもらうために、そもそも興味を持ってもらうために、講じるべき策を考える

＜講じるべき策＞

大分類 中分類 具体的内容 発案者 想定対象

ガイドブック 名称変更
読んでみようと思わせるような、中に書いてあることを楽しく表現した、親しみやすい名前に変更、「事業」等の分用

語も見直す

秋元

深瀬
両方

ガイドブック 構成変更
同一カテゴリーの情報が分散した場所に掲載されている状態を解消する

分類・整理の仕方を見直し検索性を高める

深瀬

本田
両方

ガイドブック 情報拡充 冊子をかつての「富士見市生涯教育ガイドブック」程度の内容、ボリュームに詳細化する 関野 アナログ

ガイドブック 情報拡充 各事業やサークル・団体のクチコミ掲載、紹介動画（自主作成、取材）へリンクさせる 本田 デジタル

ガイドブック 情報拡充

各事業やサークル・団体についてより詳しく知りたい人が生涯学習ガイドやイベントカレンダーから各事業や団体等

の発信情報にも辿り着くことができ、主催者に直接コンタクトできるようにする（二次元コードやURL記載等によ

り）

各事業の（行政）担当者や各サークル・団体が自らのサイトやSNSの情報を充実させ、常に最新化すること、そ

の支援をすることも並行施策として必要

深瀬

本田
デジタル

ガイドブック 情報拡充 市が関わっていない団体やイベントの情報も掲載する（イベントカレンダーにも）
深瀬

本田
両方

ホームぺージ ページ構成 現在のPDFファイルから、ウェブサイトを作成するなど、デジタルに特化してより使い勝手の良い形・作りに変更する
戸田

深瀬
デジタル

入口・導線強化 ガイド配布運用 公共施設への配布数を増やす、配布場所を民間含め、より見てもらえそうな場所に広げる 戸田 アナログ

入口・導線強化 公共スペース
既存の電光掲示板で広報する、電光掲示板を新設する、二次元コード付横断幕等を設置する（駅のロータリー

周辺、医療機関・施設内の電光掲示板、掲示スペース等）

戸田

渡邊

本田

両方

入口・導線強化 公共施設内
公共施設に、その施設の開催事業や講座、団体・サークルの活動内容・実施日がすべて分かる拡大掲示板の設

置

戸田

本田
アナログ

入口・導線強化 公共施設内 公共施設に、二次元コード付ポスター、チラシを掲示する 八木橋 デジタル

入口・導線強化 公共施設内 情報検索端末を設置して、職員が情報検索をサポートする 本田 アナログ

入口・導線強化 市役所活用
特定のニーズのある方が訪れる部署や施設に関連情報を説明して認知を高め、必要なチラシの説明や配布をし

てもらう（福祉課、市民課、税務課、健康増進センター、子ども未来応援センター等）

戸田

本田
両方



入口・導線強化 入口多様化

対象者ごとのニーズに合わせて、興味を持ってもらえそうな楽しい案内物を作成し、接点場所で配布することで、

必要な人が必要な時に詳細な情報に辿り着ける道筋を整備する（二次元コード等からホームページ、ガイドブッ

クへ誘導）

例：転入者へのウェルカムパッケージとして、保育園・幼稚園等で案内・配布、小・中学校の授業でタブレットを

使った富士見市ホームページ検索実習、地元企業の社内掲示板等

秋元

渡邊

内海

本田

デジタル

入口・導線強化
入口多様化

既存手段活用

お金をかけない方法として、一定の年齢になると必ず送られる通知等、既存の発送機会等を活用する（健康増

進センターから健診チラシ、二十歳式での案内、広報へ毎号掲載・折込等）

小栗

八木橋

本田

デジタル

入口・導線強化 既存手段活用
生涯学習ガイドとホームページのイベントカレンダーと掲載サークル・団体等を二次元バーコード等で相互にリンクさ

せ、相互に紹介し合う

深瀬

本田
デジタル

入口・導線強化 イベント活用 地域イベントやフェスティバルでのブース設置や資料配布を行う 渡邊 両方

入口・導線強化 イベント企画 掲載団体等を集めた紹介イベントを開催する 本田 両方

入口・導線強化 ネット拡散
オンラインコミュニティ上で主宰者、行政担当者、影響力ある人物・インフルエンサー（PR大使等）から情報発信

してもらう

渡邊

本田
デジタル

ナビゲート機能 ナビゲーター
各公共施設等にナビゲーターを配置し、本人の興味・関心とイベント、サークル・団体等をマッチングする、団体へ

橋渡しをする
本田 両方

その他 出前講座 出前講座の有効活用 戸田 両方

＜検討の進め方＞

①発案者、内容に相違がないか確認

②各施策について、採用するか？どの程度まで提案するか？留意点は？を一つずつ順に検討

会議終了時には、どの施策をどの程度掘り下げて提案するか、大まかな方向性が決定している状態

宿題：「掘り下げて」部分を各自検討して事前提出

（事務局にてフォーマット作成→各自宿題実施→事務局にて提出物まとめ＆進め方検討→会議）


